
様式１（完了） 
課 題 名：ランドレース種系統造成試験 
担当部署名：養豚研究所・育種研究室 
予算(期間)：県単（2017-2024 年度） 
 
１．目的 

「常陸の輝き」、「ローズポーク」等本県の銘柄豚肉は三元交雑豚を肉豚として肥育するた

め、その生産農家が高品質で安定した肉豚生産を行うためには、より優秀なランドレース種の

育種と安定供給が必要である。 
そのため、2011 年度に造成を完了し、農家で活用されてきた系統豚「ローズ L-3」の後継豚

となる優秀なランドレース種作成に向けた系統造成を行う。 
 
２．方法 
 １年一世代で選抜・交配を繰り返して第五世代で造成を完了する。 
  集団の規模：雄 10 頭、雌 40 頭 

交  配：10 月から 12 月にかけて集中的に交配 
分  娩：２月から３月にかけて次世代豚を集中的に分娩 
一次選抜：30kg 時に母豚１頭あたり雄１頭、雌２頭を選抜し検定実施 
二次選抜：検定終了（体重 105kg）時に肢蹄や生殖器の形状、検定結果および血統を考慮し

て雄 10 頭、雌 40 頭を選抜 
改良目標は基礎豚の能力及び国の改良増殖目標に基づき、以下のとおりとした。 
生存産子数  ：12.0 頭 
３週齢総体重 ：64.0kg 
一日平均増体重：930g（体重 30－105kg、雌雄平均） 

 
３．研究期間を通じての成果の概要 

（１）交配及び分娩 
各世代において総合育種価、体型、肢蹄、血縁等を考慮した交配計画に基づき 10～12 月

に集中的に交配し、２～３月に次世代候補豚を集中的に分娩させた。 
（２）選抜 

体重 30kg 時に体型、肢蹄、乳器形状等をもとに一次選抜後、雄は単飼、雌は２頭の群飼

にて体重 105kg に達するまで検定用飼料の給与による検定を行った。 
検定終了後に、改良目標（生存産子数、３週齢総体重、一日平均増体重）について BLUP

法アニマルモデルを用いて総合育種価を推定し、優良な個体を選抜した。各世代の成績につ

いては下記のとおり（表）。第三世代まで一日平均増体重については順調に改良が進んだの

で、第四世代以降の総合育種価算出時には一日平均増体重よりも生存産子数及び３週齢総体

重に重み付けした計算式を用いて選抜した。 
なお、繁殖性や連産性に係る肢蹄の強健性、産肉性や繁殖性に影響を与える体型等を評価

し、形状の悪い個体は独立淘汰した。第五世代で選抜した雌育成豚の外貌を図に示した。 
  
 
 
 
 
 
 



表 各世代の成績 
 生存産子数 

（頭/腹） 
３週齢総体重

（kg/腹） 
一日平均増体重

（g） 
推定総合育種価 

 雌 雌 雄雌平均 各世代平均 
目標値 12.0 64.0 930     － 
基礎豚 11.1±3.3 55.0±15.5 895.8±104.8 -4.08 
第一世代 10.9±3.5 61.0±17.2 904.0±97.6 -0.63 
第二世代 12.1±2.4 58.6±11.8 928.0± 95.4 0.05 
第三世代 11.8±2.6 61.0±12.9 934.0± 71.2 7.01 
第四世代 10.1±2.4 59.6±10.5 942.0± 91.9 10.17 
第五世代 11.5±2.4 65.9±12.4 948.0± 111.2 16.93 
第五世代(選抜豚) 12.3±1.7 69.2±9.7 967.0±88.7 19.78 

 

 
図１ 第五世代雌育成豚               図２ 哺乳子豚 
 

 
 
４．研究期間を通じての成果の要約 

世代を経るごとに各改良項目の成績は向上し、一日平均増体重に関しては、第三世代以降で

改良目標の達成を確認した。生存産子数及び３週齢総体重については、第四世代で感染症の影

響があったが、推定育種価は向上しており、第五世代の選抜豚では表型値に関しても改良目標

を達成した。 
生産性に優れたランドレース種の系統造成を五世代で行ったところ、強健で数多くの子豚を

産み（生存産子数が多い）、泌乳能力が高く（３週齢総体重が大きい）、発育の良い（一日平

均増体重が大きい）系統豚を造成することができた。 
 

 



様式３（業務） 
課 題 名：大ヨークシャー種改良普及試験 
担当部署名：畜産センター養豚研究所育種研究室 
予算(期間)：県単（1970 年度～） 
 
１．目的 
   大ヨークシャー種系統豚「ローズ W-2」は、本県の銘柄豚肉である「ローズポーク」の基礎

豚等として、2003 年度より農家に供給してきたが、繁殖成績が低下してきたため、2013 年度に

系統豚の認定を取り消した。 
  しかし、県内養豚農家からの大ヨークシャー種精液及び育成豚売却に対する要望は多いこと

から、遺伝資源（精液）を外部導入する開放型育種手法により、農家ニーズに対応した高能力

純粋種豚を作出・供給する。 
 
２．方法 

種雄豚６頭、種雌豚 18 頭を常時飼養の集団とする。 
精液を外部導入し、産子の発育成績を調査するとともに、場内保留豚の選抜を行う。 
繁殖成績（生存産子数、３週齢総体重等）、発育成績（一日平均増体重等）、集団の遺伝構成

（血縁係数等）を調査する。 
育成豚及び人工授精用精液は、県内の養豚農家に供給する。 

 
３．結果の概要及び要約 

（１）今年度は血縁係数、体型等に基づき 33 組の交配を行った。30 腹の分娩があり、子豚

279 頭（雄 144 頭、雌 135 頭）を生産した。 
（２）2024 年２月から５月にかけて雄２頭の精液を外部導入し、場内飼養種雌豚６頭に交配し

た。これらの産子 65 頭から場内保留豚として雄２頭、雌５頭を選抜しており、集団に組み

込んで交配を行った。繁殖・発育成績については表のとおり。暑熱等の影響により生存産

子数、３週齢総体重ともに昨年度よりやや減少した。 
（３）県内養豚農家に育成豚を 12 頭（雄 11 頭、雌１頭）、人工授精用精液を 217 本供給した。 
 
表 繁殖・発育成績 

 生存産子数 
（頭/腹） 

３週齢総体重 
（kg/腹） 

一日平均増体重 
（雌雄平均：g） 

2022 年度 9.8±2.9 39.1±10.7 975 
2023 年度 10.2±2.6 42.9±13.8 898 
2024 年度 9.3±3.4 37.4±13.9 893 

23-24 導入精液由来産子 － － 912 
 


